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古
人
節
倹

古
梁
の
武
帝

糲
飯
豆
羹
を
一
日
に
二
食
に
し
て
常
に
布

れ
い
は
ん
と
う
こ
う

衣
を
召
さ
せ
ら
れ

唐
の
宣
宗
帝

浣
濯
衣
の
み
召
し
玉
ひ
（
常
に
）

か

ん

た

く

い

明
の
高
皇
后

余
布
を
緝
立
て
巾
褥
と
な
し
玉
う

つ
ぎ

き
ん
じ
ょ
く

漢
の
公
孫
弘

位
丞
相
と
な
れ
ど
も
飯
は
惟
脱
粟
の
み

又
張
子
韶

高
位
に
昇
り
な
が
ら
粗
衣
菲
食
、
筆
は
人

の
遣
い
尽
せ
る
禿
筆
の
み
を
用
い
し
と
ぞ

南
岳
大
師

艾
絮
を
衣
服
に
し
て
風
霜
を
凌
ぎ
玉
い

か
い
し
ょ

智
者
大
師

三
十
年
昼
夜
と
な
く
唯
衲
衣
一
枚
の
み

の

う

い

善
導
和
尚

一
鉢
弟
子
に
貰
わ
せ
玉
わ
ず
、
人
に
洗
わ

せ
玉
わ
ず
と
や

係
る
聖
賢
高
僧
す
ら
か
く
の
如
し

平
田
篤
胤
大
人
の
う
た

此
人
は
人
に
や
あ
る
と
よ
く
見
れ
ば
否
ぬ
け
も
の
ぞ
人
の

さ
ら

皮
き
る

俚
諺啼

か
ざ
る
猫
は
鼠
を
取
る

敗
け
る
も
の
は
勝
つ

下
総

ま

舅

の
門
と
麦
畑
は
踏
む
程
よ
し

八
丈
島

し
ゅ
う
と

茶
と
百
姓
は
し
ぼ
る
程
出
る

千
日
の
旱
魃
一
日
の
洪
水

乞
食
の
麦
嫌
い

雨
だ
れ
石
を
穿
つ

信
濃

鹿
を
追
う
猟
師
山
を
見
ず

蝋
燭
は
其
身
を
耗
し
て
外
を
て
ら
す

二
兎
を
逐
う
も
の
は
一
兎
を
得
ず

十
で
神
童
十
五
で
才
子
二
十
過
れ
ば
只
の
人

三
十
年
秋
田
県
養
蚕

春
蚕

一
二
、
〇
三
二
石

夏
秋
蚕

二
三
〇
石

合
計

一
二
、
二
六
二
石

通
貨
調

通
貨
二
十
七
年
六
月
調

二
億
二
千
万
円

人
口
一
に
付
五
円

同

三
十
年
に
は
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三
億
万
円

同

七
円
三
十
三
銭
三
厘

豊
年
に
若
藻
少
し

若
藻
本
年
少
し
と
い
う
。
若
藻
の
少
き
年
は
豊
年
な
り

わ

か

め

と
い
う
。

植
樹
奨
励
金

三
十
年
植
樹
奨
励
金
を
下
付
し
た
る
に
対
し
て

反
別

六
百
十
六
丁
八
反
歩

苗
種

杉
、
松
、
栗
、
桐
、
檜
、
欅
、
桂
、
漆
、
桑

明
石
樹

木
数

百
八
十
八
万
一
千
九
百
二
十
九
本

播
種

杉
、
檜
、
栗
、
漆

合

六
石
七
斗
五
升
六
合

三
十
年
蚕
況

養
蚕
戸
数

一
万
五
千
三
百
五
十
七
戸

収
繭

一
万
二
千
三
百
石

内
春

一
万
二
千
七
十
一
石

夏

二
百
二
十
八
石

秋

二
石

三
十
一
年
全
国
不
足
米

一
ヶ
年
全
国
食
料
米
三
千
四
百
八
十
一
万
九
千
二
百
石

但
本
邦
人
口
一
人
前
の
食
料
数
年
の
平
均
に
て

一
ヶ
年
八
斗
五
合
の
割
に
て

内

三
千
三
百
万
千
十
五
石

三
十
年
収
穫
米

前
年
に
比
し
て
八
分
八
厘
二
毛
の
減

但
一
割
六
分
八
厘
の
減
也

不
足
米
百
八
十
一
万
八
千
百
八
十
五
石

内

六
十
六
万
六
千
七
十
三
石

一
二
月
既
に
外
国
米
の

輸
入
高

今
月
今
日

元
和
元
年
五
月
八
日

大
坂
落
城
豊
臣
氏
亡
ぶ

慶
長
十
二
年
五
月
六
日

朝
鮮
使
始
め
て
江
戸
に
来
る

明
治
八
年
五
月
七
日

露
国
と
千
島
樺
太
交
換
約
成
る

文
久
三
年
五
月
十
日

長
藩
米
艦
と
下
関
に
戦
う

明
治
二
十
八
年
五
月
十
三
日
遼
東
半
島
還
付
の
詔
勅
下
る

明
治
十
一
年
五
月
十
四
日
壮
士
島
田
一
郎
等
大
久
保
内
務

卿
を
喰
違
に
刺
す

明
治
元
年
五
月
十
五
日

上
野
戦
争
彰
義
隊
亡
ぶ
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明
治
十
年
五
月
十
七
日

私
設
鉄
道
条
例
を
公
布
す

元
禄
三
年
五
月
十
九
日

織
田
信
長
今
川
義
元
を
桶
狭
間

に
破
ぶ
る

明
治
三
十
年
五
月
廿
日

学
位
令
を
公
布
せ
ら
る

弘
安
四
年
五
月
廿
一
日

元
兵
大
挙
来
り
寇
す

明
治
二
十
八
年
五
月
廿
二
日
小
松
大
総
督
宮
殿
下
京
都
へ
凱

旋
あ
ら
せ
ら
る

明
治
五
年
五
月
廿
四
日

兵
庫
楠
社
を
湊
川
神
社
と
改
め

別
格
官
弊
社
と
す

延
元
元
年
五
月
廿
五
日

楠
正
成
湊
川
に
戦
死
す

明
治
十
年
五
月
廿
六
日

木
戸
孝
允
京
都
に
薨
ず

明
治
十
一
年
五
月
廿
七
日
一
般
に
貿
易
銀
の
通
用
を
許
可

す

建
久
四
年
五
月
廿
八
日

曾
我
兄
弟
富
士
野
に
仇
讐
祐
経

を
撃
ち
頼
朝
の
幕
営
を
驚
す

明
治
五
年
五
月
廿
九
日

東
京
に
小
学
師
範
学
校
を
設
く

明
治
元
年
四
月
廿
一
日

楠
中
将
に
神
号
を
賜
う

寛
永
十
三
年
六
月
一
日

寛
永
通
宝
を
行
う

天
正
十
年
六
月
二
日

明
智
光
秀
織
田
信
長
を
本
能
寺

に
弑
殺
す

嘉
永
六
年
六
月
三
日

米
国
水
師
提
督
ペ
ル
リ
軍
艦
四

隻
を
以
て
浦
賀
に
来
る

明
治
二
十
七
年
六
月
五
日
大
島
全
権
公
使
朝
鮮
に
向
て
出

発
赴
任
す

明
治
十
七
年
六
月
七
日

商
標
条
例
を
制
定
す

明
治
六
年
六
月
八
日

地
租
に
対
す
る
石
高
の
称
を
廃

し
、
反
別
法
を
以
て
之
れ
を
定

め
し
む

安
政
元
年
六
月
十
一
日

日
章
を
以
て
我
が
旗
号
と
定
む

明
治
五
年
六
月
十
二
日

東
京
横
浜
間
鉄
道
成
る

明
治
廿
三
年
六
月
十
六
日
小
包
郵
便
法
を
公
布
せ
ら
る

明
治
五
年
六
月
十
七
日

国
内
一
般
郵
便
法
を
開
く
を
令

す

明
治
卅
一
年
六
月
十
四
日
男
爵
白
根
専
一
君
逝
去

文
久
二
年
六
月
十
八
日

幕
府
内
田
正
雄
等
を
和
蘭
に
留

学
せ
し
む

大
化
元
年
六
月
十
九
日

始
て
年
号
を
記
し
て
大
化
と
称

す

慶
応
二
年
六
月
廿
一
日

白
耳
義
国
と
仮
条
約
成
る

ベ

ル

ギ

ー

衆
議
院
議
員
に
対
す
る
類

衆
議
院
議
員
一
名
に
対
す
る
人
口

多
き
は
愛
知
県
第
八
区

二
十
四
万
二
千
八
十
五
人

凡
一
人
に
付
平
均
十
五
六
万
人
に
当
る
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任
免四

月
三
十
日

三
十
一
年

任
文
部
大
臣

文
学
博
士

外
山

正
一

免
文
部
大
臣

西
園
寺
公
望

四
月
二
十
六
日任

農
商
務
大
臣

金
子
堅
太
郎

五
月
十
四
日
衆
議
院
議
長

片
岡

健
吉

〃

副
議
長

元
田

肇

三
十
一
年
五
月
十
九
日
帝
国
議
会
を
開
く

陛
下
の
御
謹
慎

今
般
の
太
廟
炎
上
に
付
、
陛
下
に
は
皇
祖
大
神
の
神
霊

に
対
し
奉
り
恐
れ
多
し
と
て
去
二
十
四
日
の
夜
よ
り
は
御

晩
餐
の
折
進
ま
せ
ら
る
ゝ
御
酒
を
止
め
さ
せ
玉
い
し
の
み

か
朝
暮
御
神
殿
に
向
わ
せ
ら
れ
御
礼
拝
あ
ら
せ
玉
つ
ゝ
あ

り
と
は
実
に
畏
し
と
も
畏
し
。

炎
上
は

五
月
二
十
二
日
午
前
零
時
伊
勢
神
宮
司
庁
よ
り
火
を
失

し
、
司
庁
及
集
参
所
、
行
幸
所
、
祭
主
齊
舘
等
焼
け
、
飛

火
の
為
一
時
本
宮
も
危
か
り
し
を
茅
屋
根
半
焼
失
鎮
火
せ

り
。

鳥
麓
奇
談

矢
島
町
三
船
真
吉
氏
の
著
述
に
し
て
（
天
外
山
人
と
い

う
）
上
笹
子
村
佐
藤
仁
左
ェ
門
氏
の
事
蹟
を
顕
し
た
る
も

の
也
。
明
治
廿
一
年
二
月
著
。

鳥
麓
奇
談
引
用
書
目

一

生
駒
氏
系
図
畧

一

生
駒
家
過
去
帳
畧

一

藩
翰
譜

一

近
代
正
説
碎
玉
話

一

武
家
盛
衰
記

一

烈
祖
成
績

一

昭
代
記

一

由
利
十
二
頭
記

二
種

一

柞
山
記

一

武
鑑

三
種

一

鳥
海
夢
物
語

一

矢
島
二
重
桜

五
種

一

矢
島
治
乱
根
元
記

二
種

一

矢
島
騒
動
記

一

当
国
騒
動
記

一

矢
島
騒
動
一
件

二
種

一

矢
島
太
平
記

二
種
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一

秋
田
藩
政
録

一

矢
島
領
内
絵
図

一

矢
島
城
市
古
図

一

雄
勝
郡
村
記

一

高
橋
氏
蔵
古
言
類

通
計

二
十
二
筆

無
尽
の
事

鳥
麓
奇
談
訴
状
の
文
に
（
延
宝
五
年
巳
十
月
廿
日
）

近
年
無
尽
と
申
作
て
矢
島
に
時
行
申
候
。（
中
畧
）
就
夫

身
代
潰
申
候
者
一
村
に
は
五
人
三
人
づ
ゝ
段
々
御
座
候
。

（
中
畧
）
自
今
以
後
は
此
無
尽
先
御
家
中
よ
り
下
八
千
石

必
至
と
御
潰
し
可
被
下
候
。
（
以
下
畧
）

ラ
イ
麦
の
試
験

館
岡
祐
太
郎
試
験

ラ
イ
麦
壱
升
挽
ば

煎
粉

壱
升
一
合

煎
粉

壱
升
は
米
六
合
に
宛

但
糧
と
す
る
に
八
日
稗
の
交
飯
法
に
同
じ

又
粉
を
二
つ
に
分
け
上
等
を
煉
粥
に
す
る

も
よ
し
。

土
地
は
上
畑
に
て
間
作
す
る
に
あ
ま
り
丈
高
く
跡

作
に
さ
わ
る
也
。
下
等
の
白
砂
の
地
に
最
よ
し
。

火
災
の
跡

炭
と
石
土
陶
等
の
交
り
た
る
を
盥
に
水
を
入
て
其
混
じ

た
る
を
投
ぜ
ば
、
炭
は
浮
く
故
に
す
く
い
取
り
あ
と
を
撰

む
べ
し
。

神
宮
寺
八
幡
神
社
縁
起

秋
田
県
仙
北
郡
神
宮
寺
村
八
幡
神
社
取
調
書
に
云
う
。

副
川
神
社
は
本
殿
に
し
て
八
幡
神
社
は
合
殿
な
る
こ
と

別
考
に
証
あ
り
。
延
喜
式
神
名
帳
に
あ
り
。

出
羽
国
山
本
郡
一
座
並
に
副
川
神
社
の
合
殿
に
し
て

大
宝
元
辛
丑
年
藤
原
不
比
等
公
奏
聞
に
よ
り
草
創
す
。

大
同
二
年
坂
上
田
村
麻
呂
将
軍
当
国
男
鹿
半
島
寒
風
山

に
住
む
大
猛
丸
を
退
治
の
際
当
地
に
至
り
軍
兵
を
揃
え
当

社
及
天
神
地
祇
を
祭
り
、
特
に
八
幡
神
社
を
信
仰
し
首
尾

よ
く
賊
退
治
の
上
は
社
殿
を
建
築
す
べ
き
祈
誓
あ
り
。
凱

旋
帰
陣
の
際
家
扶
の
内
社
の
造
営
係
を
残
し
当
社
を
再
建

し
八
幡
神
社
を
合
祭
せ
ら
れ
、
永
久
社
守
と
し
て
六
人
を

付
置
か
る
（
六
供
の
衆
と
唱
え
其
子
孫
今
に
存
せ
り
）
。
又

別
当
小
猿
山
神
宮
寺
を
建
立
し
社
領
二
百
二
十
五
石
の
御
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朱
印
を
賜
わ
る

元
慶
二
年
東
夷
賊
起
り
秋
田
城
を
焼
破
り
国
司
藤
原
興

世
敗
軍
す
る
よ
り
藤
原
保
則
公
大
将
軍
に
帝
都
よ
り
進
発

し
副
川
に
陣
し
（
今
の
神
宮
寺
村
な
り
）
軍
兵
を
募
集
し

又
当
社
へ
賊
降
伏
の
祈
願
あ
り
、
凱
旋
の
際
太
刀
弓
矢
等

を
納
め
た
り
。

康
平
六
年
奥
州
鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
公
安
部
貞
任
を
征

討
の
際
祈
願
あ
り
。

寛
治
三
年
八
幡
太
郎
源
義
家
奥
羽
征
討
の
際
当
社
へ
祈

願
す
。

建
久
元
年
右
大
将
源
頼
朝
公
再
建
の
棟
札
あ
り
。

文
久
三
年
、
寛
喜
元
年
、
正
応
三
年
、
元
応
元
年
、
観

応
元
年
に
造
営
あ
り
。

長
享
三
年
戸
沢
上
総
介
盛
政
再
建
棟
札
あ
り
。
社
領
と

し
て
田
地
二
百
石
を
付
け
置
か
れ
六
供
衆
に
知
行
三
十
石

を
賜
わ
り
、
別
当
小
猿
山
神
宮
寺
に
も
寄
付
品
あ
り
。

慶
長
七
年
佐
竹
義
宣
公
水
戸
よ
り
秋
田
へ
遷
封
以
来
社

領
三
十
石
の
御
墨
印
を
賜
わ
る
。

明
治
戊
辰
年
奥
羽
鎮
撫
副
総
督
沢
三
位
祈
願
。
沢
殿
の

御
歌
に

白
浪
も
打
て
や
碎
け
や
か
ゝ
る
世
に
人
に
力
を
副
川
の
神

と
詠
じ
て
奉
納
す
。

特
殊
考
証

延
喜
式
神
名
帳
に
出
羽
国
九
座
（
大
二
座
小
七
座
）
、
山

本
郡
一
座
並
に
副
川
神
社
と
見
え
た
る
は
現
今
の
仙
北
郡

神
宮
寺
村
な
る
県
社
八
幡
神
社
に
ぞ
あ
り
け
る
。
そ
は
今

の
仙
北
郡
は
古
の
山
本
郡
に
て
玉
川
す
な
わ
ち
副
川
な
り
。

神
宮
寺
村
も
副
川
の
内
也
。
其
証
は
正
保
年
中
国
郡
図
諸

域
を
改
め
正
し
ゝ
頃
能
代
荘
河
北
に
山
本
郡
を
分
移
し
て

河
北
の
山
本
郡
と
い
い
、
従
前
の
方
を
山
北
の
山
本
郡
と

い
い
し
を

北
楢
岡
の
田
牒
に
寛
文
七
年
仙
北
山
本
郡
と
あ
り
。
小

杉
山
村
鉱
山
記
録
中
に
も
山
本
郡
小
杉
山
と
見
え
た
り
。

副
川
は
雄
物
川
玉
川
落
副
う
辺
よ
り
副
川
と
上
古
よ
り

称
せ
し
な
る
べ
し
。

神
宮
寺
村
は
古
く
は
楢
岡
荘
副
川
郷
と
云
え
し
こ
と
旧

記
に
見
え
た
り
。

草
創
は
神
宮
高
藤
氏
家
旧
記
に
文
武
天
皇
御
宇
大
宝
元

辛
丑
年
始
副
川
社
奉
勧
請
云
々
。
其
后
平
城
天
皇
御
宇
大

同
二
丁
亥
年
坂
上
田
村
麻
呂
再
建
云
々
。

浦
大
町
高
岳
山
副
川
神
社
は
正
徳
四
年
佐
竹
義
格
公
再

興
の
時
移
し
た
る
な
り
。

月
の
出
羽
路
に

副
川
神
社
を
ま
た
玉
川
神
社
と
も
唱
え
云
々
。
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柞
山
峯
の
嵐
に

神
宮
寺
嶽
は
神
宮
寺
村
よ
り
河
を
隔
て
ゝ
数
十
丈
の
一

山
の
如
き
嶽
に
し
て
頂
上
に
は
八
幡
社
あ
り
。

蓮
月
尼
の
う
た

蓮
月
尼
の
う
た
に

七
十
七
の
は
る
に

し
ぬ
も
よ
し
し
な
ぬ
も
よ
ろ
し
又
一
つ
と
ら
で
も
よ
し
の

老
は
き
に
け
り

又
弓
矢
と
り
太
刀
さ
げ
佩
き
て
来
ん
世
に
は
君
に
つ
か
う
る

身
と
生
れ
て
ん

慨
観
十
束
の
三

予
が
本
邦
を
農
事
国
と
断
言
し
誰
れ
か
異
論
あ
る
可
き
。

知
ら
ず
や
本
邦
農
業
に
依
っ
て
生
活
す
る
人
口
は
平
均
二

千
二
百
万
以
上
に
し
て
即
ち
総
人
口
の
過
半
数
を
占
む
る

事
を
。
嗚
呼
予
が
憐
む
べ
き
も
の
は
此
の
多
数
農
民
な
り

と
絶
叫
し
誰
れ
か
異
論
あ
る
べ
き
。
知
ら
ず
や
明
治
十
七

年
よ
り
十
九
年
に
至
る
僅
々
三
ヶ
年
間
に
於
て
全
国
中
抵

当
流
と
な
り
た
る
地
価
格
は
二
億
三
百
三
十
万
な
り
し
事

を
。
嗚
呼
今
に
至
っ
て
其
勢
や
猶
黄
河
の
決
す
る
が
如
し
。

苟
も
此
の
如
く
ん
ば
自
作
者
は
終
に
滅
亡
し
て
豪
農
権
併

弊
益
に
暴
進
し
又
た
彼
の
奸
商
政
商
譎
児
博
徒
の
類
は
一

躍
し
て
腹
を
撃
ち
却
っ
て
淳
朴
無
垢
な
る
多
数
の
農
民
は

血
汗
淋
漓
終
に
餓
鬼
と
な
る
。
豈
痛
ま
し
か
ら
ず
や
。
嗚

呼
禍
の
起
る
や
必
ず
之
れ
が
因
縁
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
産

を
破
り
家
を
覆
し
夫
れ
或
は
自
ら
招
く
も
の
あ
り
。
然
れ

ど
も
文
盲
質
実
の
民
素
よ
り
彼
我
を
達
観
す
る
の
明
な
し
。

奇
禍
に
罹
る
只
だ
憐
む
べ
く
し
て
咎
む
べ
か
ら
ず
。
其
責

に
や
為
政
者
施
治
者
の
両
肩
に
負
わ
し
め
て
可
な
り
。
奢

侈
は
由
来
餓
鬼
を
誘
引
す
る
の
関
門
た
り
。
高
帽
絹
布
は

耕
耘
の
具
に
あ
ら
ず
。
葡
萄
を
傾
け
花
柳
を
折
る
の
手
は

到
底
牛
馬
を
馭
使
す
る
の
力
な
し
。
熱
に
浮
か
さ
れ
花
車

を
駆
っ
て
政
治
に
奔
走
す
る
の
足
は
到
底
山
野
を
跋
渉
す

る
に
堪
え
ず
。
妄
り
に
曲
直
を
訟
庭
に
争
う
の
口
は
到
底

真
成
の
福
利
を
味
い
難
し
。
農
家
の
疲
弊
今
に
及
ん
で
怪

に
足
ら
ず
。
沃
土
の
民
は
婾
安
に
し
て
困
及
瘠
土
の
民
は

反
っ
て
勤
勉
富
実
な
る
は
古
今
東
西
同
一
䡄
た
り
。
本
県

の
沃
土
米
穀
を
産
出
す
る
百
二
十
万
。
而
に
七
十
三
万
二

千
余
の
同
胞
は
其
九
分
米
飯
を
飽
食
す
る
を
以
て
毫
も
剰

余
な
く
、
却
っ
て
不
足
を
生
ず
る
に
も
関
ら
ず
共
に
怠
眠

し
て
貯
蓄
を
知
ら
ず
。
之
れ
を
他
県
山
間
の
民
三
年
の
粟

麦
を
貯
う
る
も
の
と
比
す
れ
ば
勤
怠
の
差
異
の
如
何
ぞ
。

殊
に
予
が
寒
心
に
堪
え
ざ
る
も
の
は
一
昨
年
に
於
け
る
本
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県
の
重
軽
罪
犯
人
は
三
千
五
百
四
十
七
人
。
又
違
警
罪
犯

者
は
九
千
七
十
六
人
。
前
者
は
他
人
に
損
害
を
与
え
た
る

の
結
果
更
に
地
方
税
の
厄
介
と
な
り
、
後
者
は
自
己
が
不

注
意
懶
怠
の
科
償
と
し
て
膏
血
を
絞
り
出
し
徒
ら
に
国
庫

の
収
入
を
増
さ
し
め
た
る
に
過
ぎ
ず
。
更
に
又
々
仝
年
に

於
け
る
乞
食
数
を
算
す
る
に
実
に
六
千
六
百
五
十
一
人
、

其
半
は
本
県
の
浮
浪
に
し
て
自
他
共
に
之
れ
本
県
の
穀
潰

し
な
り
。
嗚
呼
之
れ
亡
国
の
兆
に
あ
ら
ざ
ら
ん
か
。
嗚
呼

此
の
倒
瀾
を
挽
回
す
る
豈
道
な
か
ら
ん
や
。
茲
に
本
県
稼

殖
の
産
出
力
如
何
と
顧
み
れ
ば
其
耕
地
は
十
三
万
二
千
八

百
三
十
一
丁
歩
に
し
て
未
耕
地
は
十
七
万
九
百
二
十
二
丁

歩
。
即
ち
未
耕
地
の
耕
地
よ
り
超
過
す
る
こ
と
実
に
三
万

八
千
八
十
一
丁
歩
な
り
。
仮
令
未
耕
地
中
の
幾
部
は
天
然

的
開
耕
に
適
せ
ざ
る
も
の
と
す
る
も
猶
十
万
の
志
士
鉄
骨

健
腕
を
揮
う
の
余
地
を
存
す
。
何
ぞ
自
ら
求
め
て
浮
浪
に

終
る
べ
き
吁
。
予
が
警
声
一
番
農
家
子
弟
の
智
徳
を
啓
発

し
、
以
て
立
派
な
る
農
民
の
相
続
者
を
作
ら
ん
と
欲
す
る

嗚
呼
豈
偶
然
な
ら
ん
や
。

嗟
乎
心
あ
る
も
の
は
記
憶
せ
よ
。
我
が
県
一
朝
凶
荒
に

遇
わ
し
か
七
十
余
万
の
同
胞
は
半
ば
餓
死
せ
ん
こ
と
を
誰

か
夫
れ
之
れ
を
救
う
事
を
得
可
き
。

之
れ
を
思
う
て
之
れ
を
想
へ
ば
冷
汗
背
を
浸
し
吁

秋
田
市

片
岡
寛
喜

文
政
武
鑑

水
戸
家

源
頼
房

頼
重

光
圀

頼
元

頼
隆

頼
雄

｜

｜

｜

｜

｜

｜

綱
方
讃
岐
守
頼
重
の
男

綱
條

宗
堯

宗
倫

頼
順

え
だ

た
か

と
も

ゆ
き

｜

｜

｜

｜

治
紀

文
化
十
三
年
九
月
御
家
督

｜齊脩

三
十
五
万
石

常
州
茨
城
郡
水
戸

江
戸
よ
り
三
十
里

当
国
は
佐
竹
中
将
義
宣
居
、
慶
長
七
年
よ
り
武
田
万

千
代
君
、
同
八
徳
川
常
陸
介
頼
宣
卿
紀
州
和
歌
山
へ

移
、
同
十
四
水
戸
中
納
言
頼
房
卿
、
以
後
被
領
之

保
科
家

后
松
平

本
国
参
同

源
正
直
保
科
弾
正
忠

正
光

正
之

正
経

正
容

ゆ
き

つ
ね

か
た

｜

｜

｜

｜

｜

容
貞

容
頌

容
住

容
衆

正
敬
文
政
五
午
四
月
家
督

の
ぶ

お
き

ひ
ろ

た
け

｜

｜

｜

｜

二
拾
三
万
石

奥
州
会
津
郡
会
津

江
戸
よ
り
六
十
五
里

城
主
芦
名
氏
盛
高
居
、
天
正
十
八
蒲
生
飛
騨
守
氏
郷

同
嫡
子
藤
三
郎
秀
行
、
文
禄
年
中
上
杉
中
納
言
景
勝
、

慶
長
五
蒲
生
飛
騨
守
秀
行
嫡
子
松
平
下
野
守
忠
郷
、

寛
永
四
加
藤
左
馬
介
嘉
明
同
式
部
少
輔
明
成
、
同
廿
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年
保
科
左
中
将
正
之
、
以
後
代
々
領
之

島
津
家

本
国
薩
摩

右
大
将
源
頼
朝
卿
長
男
島
津
豊
後
守
忠
久
十
五
代
孫

修
理
大
夫
貴
久
男

源
義
久
修
理
大
夫
三
位
法
印
龍
伯

義
弘

家
久

光
久

｜

｜

｜

｜

綱
久

綱
貴

吉
貴

継
豊

宗
信

重
年

｜

｜

｜

｜

｜

｜

重
豪

文
化
六
巳
六
月
家
督

｜齊興

｜齊彬

七
十
七
万
八
百
石

薩
州
鹿
児
島
郡
鹿
児
島

江
戸
よ
り
海
陸
四
百
十
一
里

薩
摩
大
隅
日
向
三
国
主
、
兼
領
琉
球
国

細
川
家

本
国
山
城

源
藤
孝

五
十
四
万
石

肥
後
飽
田
郡
熊
本

天
正
五
佐
々
陸
奥
守
成
正
居
、
後
加
藤
肥
後
守
清
正

同
肥
後
守
忠
広
、
寛
永
九
細
川
氏
忠
利
、
以
後
代
々

領
之

山
内
家

本
国
尾
張

大
職
冠
鎌
足
公
後
胤
鎮
守
府
将
軍
武
蔵
守
秀
郷
十
代

瀧
口
首
藤

山
内
刑
部
丞
俊
通
十
四
代
孫

藤
原
久
豊
山
内
孫
太
郎
丹
波
三
宮
城
主

盛
豊

一
豊

忠
義

｜

｜

｜

忠
景

豊
定

豊
明

豊
資
文
化
六
巳
五
月
家
督

す
け

｜

｜

｜

｜

二
十
四
万
二
千
石

土
佐
土
佐
郡
高
知

城
主
長
曽
我
部
氏
居
之
、
慶
長
五
よ
り
山
内
土
佐
守

一
豊
、
以
後
代
々
領
之

佐
竹
家

本
国
常
陸

清
和
源
氏
新
羅
三
郎
義
光
二
十
代
常
陸
介
従
四
位
義

重
長
男

源
義
宣

義
隆
秋
田
少
将
岩
城
貞
隆
長
子

義
処

義
長
壱
岐
守

す
み

｜

｜

｜

義
苗

義
格

義
峯
壱
岐
守
義
長
長
氏

義
堅
式
部
少
輔
義
都

み
つ

た
だ

｜

｜

｜

長
男

義
真
修
理
大
夫
義
堅
男

義
明
同
姓
義
道
長
男

義
敦

は
る

｜

｜

｜

義
和

義
厚
文
化
十
三
亥
九
月
家
督

ひ
ろ

｜

｜

二
十
万
五
千
八
百
石

出
羽
秋
田
郡
久
保
田

江
戸
よ
り
百
四
十
三
里

代
々
領
主
秋
田
城
之
助
実
季
同
河
内
守
俊
季
居
、
慶

長
七
佐
竹
左
中
将
義
宣
、
以
後
代
々
領
之

上
杉
家

本
国
越
後

関
東
管
領
上
杉
安
房
守
従
三
位
憲
顕
十
代
孫

藤
原
憲
政

輝
虎

景
勝

定
勝

綱
勝

綱
憲

｜

｜

｜

｜

｜

宗
憲

宗
房

重
定

治
憲
直
丸

治
広
実
舎
弟

｜

｜

｜

｜

｜

定
文
化
九
申
九
月
家
督

｜齊
十
五
万
石

羽
州
置
賜
郡
米
沢

江
戸
よ
り
七
十
五
里
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天
正
十
八
年
蒲
生
飛
騨
守
氏
郷
、
慶
長
五
上
杉
中
納

言
景
勝
、
以
後
代
々
領
之

牧
野
家

八
万
石

常
州
茨
城
郡
笠
間

慶
長
六
松
平
周
防
守
康
重
、
同
七
松
平
丹
波
守
守
重
、

元
和
二
永
井
左
近
太
夫
直
勝
、
同
八
浅
野
采
女
正
長

重
、
同
内
匠
頭
長
直
、
正
保
二
井
上
河
内
守
正
利
、

同
中
務
少
輔
正
任
、
元
禄
七
本
庄
因
幡
守
宗
資
、
同

安
芸
守
宗
俊
遠
州
浜
松
替
、
元
禄
十
五
井
上
河
内
守

正
岺
、
同
河
内
守
正
之
、
同
河
内
守
正
資
、
延
享
四

よ
り
牧
野
備
後
守
貞
通
、
以
後
領
之

秋
田
家

安
倍

本
国
出
羽

従
五
位
上
侍
従
下
国
安
東
太
郎
愛
季
男

安
倍
実
季
秋
田
城
介
従
四
位
下
侍
従

輝
季

頼
季

太
季

｜

｜

｜

｜

定
季

季

長
季

孝
季
秋
田
山
城
守
享
和
三
亥
三
月
家
督

｜倩

｜

｜

季
｜肥五

万
石

奥
州
田
村
郡
三
春

江
戸
よ
り
六
十
里

慶
長
六
蒲
生
飛
騨
守
秀
行
、
同
下
野
守
忠
郷
、
寛
永

四
加
藤
左
馬
介
嘉
明
、
同
式
部
少
輔
明
成
領
、
同
廿

年
松
下
石
見
守
重
綱
、
正
保
二
秋
田
河
内
守
俊
季
、

以
後
代
々
領
之

六
郷
家

本
国
出
羽

藤
原
政
乗
六
郷
兵
庫
守

政
勝

政
信

政
晴

政
長

｜

｜

｜

｜

政
林

政
速

政
純

政
恒
文
化
五
午
十
二
月
家
督

し
げ

ち
か

｜

｜

｜

｜

二
万
二
拾
一
石

羽
州
由
利
郡
本
庄

江
戸
よ
り
百
四
十
里

右
差
出
之
高
元
和
八
よ
り
六
郷
氏
代
々
領
之

岩
城
家

本
国
陸
奥

代
々
奥
州
岩
城
城
主
民
部
大
輔
貞
隆
男

平
重
隆
岩
城
左
京
太
夫

親
隆

常
隆

貞
隆
能
化
丸

｜

｜

｜

｜

吉
隆

宣
隆

重
隆
号
月
峯

景
隆

秀
隆

隆
韶あ

き

｜

｜

｜

｜

｜

隆
恭

隆
恕

隆
喜
文
化
十
四
巳
七
月
家
督

よ
し

の
り

ひ
ろ

｜

｜

｜

二
万
石

羽
州
由
利
郡
亀
田

江
戸
よ
り
百
四
十
三
里

慶
長
五
年
よ
り
岩
城
貞
隆
、
以
後
代
々
領
之

（
参
考
奥
州
磐
前
郡
磐
城
平
安
藤
家
の
條
に
、
城
主
岩

城
忠
次
郎
貞
隆
居
、
羽
州
亀
田
え
替
、
慶
長
七
鳥
居

左
京
亮
忠
政
羽
州
最
上
に
替
云
々
）

南
部
家

本
国
甲
斐

清
和
源
氏

新
羅
三
郎
義
光
曽
孫
加
賀
見
二
郎
遠
光

三
男
南
部
三
郎
光
行
廿
代

源
信
時
南
部
左
衛
門
尉

政
康

高
信

信
直

利
直

｜

｜

｜

｜

｜

重
直

重
信

行
信

信
恩

利
幹

利
視

お
き

も
と

｜

｜

｜

｜

｜

｜

利
雄

利
正

利
敬

利
用

利
濟
文
政
八
酉
八
月
家
督

か
つ

た
か

も
ち

た
だ

｜

｜

｜

｜

二
拾
万
石

奥
州
岩
手
郡
盛
岡

江
戸
よ
り
百
三
十
九
里
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本
名
南
部
と
云
、
城
主
南
部
氏
代
々
領
之

諸
大
名
時
献
上
物

陸
産
の
部
抜
書

尾
州
名
古
屋

尾
張
中
将
よ
り
六
十
一
万
九
千
五
百
石

上
条
瓜
六
七
月

甘
干
柿
美
濃
柿
九
十
月

宮
重
大
根
十
一
月

枝
柿
十
二
月

濃
州
石
津
郡
高
須

松
平
家
三
万
石

漬
蕨
暑
中

紀
州
名
草
郡
和
歌
山

紀
州
家
五
十
五
万
五
千
石

大
和
柿
十
月

蜜
柑
同
上

上
野
多
胡
郡
矢
田

松
平
家
一
万
石

葛
粉
暑
中

常
州
茨
城
郡
水
戸

水
戸
家
三
十
五
万
石

葛
粉
暑
中

美
作
西
北
條
郡
津
山

越
前
家
十
万
石

漬
蕨
四
月

葛
粉
十
月

銀
杏
十
一
月

越
前
足
羽
郡
福
井

越
前
家
三
十
三
万
石

五
色
奉
書
紙

御
馬

奉
書
紙
二
種
一
荷

出
雲
島
根
郡
松
江

越
前
家
十
八
万
六
千
石

真
梨
子
大
庭
梨
子
八
月

武
州
入
間
郡
河
越

越
前
家
十
五
万
石

熟
瓜
七
月

梨
子
八
月

栗
九
月

枝
柿
十
一
月

奥
州
会
津
郡
会
津

保
科
家
二
十
三
万
石

蝋
燭

榲
榡
七
八
月

漬
蕨
八
月

松
尾
梨
子
九
十
月

胡
桃
十
月

上
総
周
准
郡
飯
野

保
科
家
二
万
石

椎
茸
四
月

加
州
石
川
郡
金
沢

加
賀
家
百
二
万
二
千
七
百
石

葛
粉
暑
中

蕨
粉
同
上

輪
島
索
麺
六
月

大
奉
書
十
月
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沢
野
牛
蒡

加
州
江
沼
郡
大
聖
寺

前
田
家
十
万
石

葛
暑
中

上
州
甘
楽
郡
七
日
市

同

家
一
万
石

胡
桃
寒
中

薩
州
鹿
児
島
郡
鹿
児
島

島
津
家
七
十
七
万
八
百
石

琉
球
芭
蕉
布
正
月
三
日

砂
糖
漬
天
門
麦
暑
中

七
島
十
一
月

奥
州
宮
城
郡
仙
台

伊
達
家
六
十
二
万
五
千
六
百
石

糒
六
月

紙
布
暑
中

肥
後
飽
田
郡
熊
本

細
川
家
五
十
四
万
石

桑
酒
正
月

砂
糖
漬
梅
二
月

銀
杏
二
月

砂
糖
漬
天
門
麦
五
月

蜜
漬
塩
蕨
十
月

八
代
蜜
柑
十
一
月

白
芋
茎
十
二
月

肥
後
宇
土
郡
宇
土

細
川
家
三
万
石

葛
粉
暑
中

筑
前
早
良
郡
福
岡

黒
田
家
五
十
二
万
石

博
多
織
帯
三
月

氷
砂
糖
五
月

博
多
索
麺
六
月

博
多
煉
酒
十
一
月

牛
蒡
十
二
月

筑
前
夜
須
郡
秋
月

黒
田
家
五
万
石

葛
粉
暑
中

安
芸
沼
田
郡
広
島

浅
野
家
四
十
二
万
六
千
石

西
條
枝
柿
二
月

細
炭
十
一
月

西
條
枝
柿
同
串
柿
十
二
月

長
州
阿
武
郡
萩

毛
利
家
三
十
六
万
九
千
石

蕨
粉
暑
中

肥
前
佐
嘉
郡
佐
嘉

鍋
島
家
三
十
五
万
七
千
石

白
蜜
二
月

薏
苡
仁
三
月

氷
砂
糖
四
月

梅
干
暑
中

越
後
三
島
郡
与
板

井
伊
家
二
万
石

漬
蕨
暑
中

勢
州
安
濃
郡
津

藤
堂
家
二
十
二
万
三
千
九
百
五
十
石
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葛
粉
暑
中

大
和
柿
九
月

阿
州
名
東
郡
徳
島

蜂
須
賀
家
二
十
五
万
七
千
九
百
石

蕨
粉
九
月

索
麺
七
月

桑
酒
十
一
月

土
佐
土
佐
郡
高
知

山
内
家
二
十
四
万
二
千
石

蕨
粉
正
月

色
料
紙
二
月

小
杉
原
八
月

筑
後
御
井
郡
久
留
米

有
馬
家
二
十
一
万
石

筑
後
九
年
母
十
一
月

蜜
柑
同
月

羽
州
由
利
郡
亀
田

岩
城
家
二
万
石

塩
漬
蕨
六
七
月

奥
州
岩
手
郡
森
岡

南
部
家
二
十
万
石

か
た
く
り
の
粉
暑
中

薯
蕷
冬
中

奥
州
三
戸
郡
八
戸

南
部
家
二
万
石

薯
蕷
十
一
月

羽
州
置
賜
郡
米
沢

上
杉
家
十
五
万
石

蝋
燭

松
尾
梨
子
十
月

伊
豫
温
泉
郡
松
山

松
平
家
十
五
万
石

岩
茸
十
月

勢
州
桑
名
郡
桑
名

松
平
家
十
一
万
石

桑
名
索
麺
十
一
月
中

干
瓢
八
月

伊
豫
越
知
郡
今
治

松
平
家
三
万
五
千
石

索
麺
六
月

蜜
柑
十
一
月

下
総
香
取
郡
多
古

松
平
家
一
万
二
千
石

葛
暑
中

武
州
埼
玉
郡
忍

松
平
家
十
万
石

岩
茸
暑
中

黒
大
豆
十
月

栗
芋
十
月

辛
味
大
根
十
一
月

上
州
甘
楽
郡
小
幡

松
平
家
二
万
石

葛
暑
中

挽
抜
蔫
麦

上
州
邑
楽
郡
館
林

松
平
家
六
万
千
石

甘
藷
三
月

饂
飩
粉
暑
中
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殻
蕎
麦
寒
中

大
和
添
上
郡
郡
山

松
平
家
十
五
万
千
二
百
八
十
八
石

南
都
酒
二
月

吉
野
榧
四
月

索
麺
六
月

吉
野
葛
七
月

大
和
柿
八
月

南
都
酒
新
酒
み
ぞ
れ
十
二
月

越
後
頸
城
郡
高
田

榊
原
家
十
五
万
石

龍
眼
肉
六
月

漬
蕨
八
月

参
州
額
田
郡
岡
崎

本
田
家
五
万
石

岡
崎
索
麺
暑
中

三
州
浦
部
糄
箱
十
月

栗
箱
寒
中

播
州
完
栗
郡
山
崎

本
田
家
一
万
石

漬
蕨
十
月

駿
州
益
津
郡
田
中

本
田
家
四
万
石

芦
久
保
煎
茶
六
月

三
度
栗
八
九
月

江
州
志
賀
郡
膳
所

本
田
家
六
万
石

塩
蕨
十
月

塩
松
茸
十
二
月

信
州
水
内
郡
飯
山

本
田
家
二
万
石

塩
蕨
七
月

蕎
麦
十
一
月

芽
独
活
十
一
月

播
磨
完
栗
郡
安
志

小
笠
原
家
一
万
石

岩
茸
暑
中

煎
茶
寒
中

上
州
佐
位
郡
伊
勢
崎

酒
井
家
二
万
石

榧
子
三
月

小
豆
九
十
月

若
州
遠
敷
郡
伊
小
浜

酒
井
家
十
万
三
千
五
百
五
十
八
石

若
狭
筆
寒
中

越
前
敦
賀
郡
敦
賀

酒
井
家
一
万
石

葛
十
一
月

羽
州
庄
内
田
川
郡
鶴
岡

酒
井
家
十
四
万
石

大
根
正
月

糒
暑
中

漆
九
月

相
州
足
柄
郡
小
田
原

大
久
保
家
十
一
万
三
千
百
二
十
九
石

粕
漬
小
梅
干
暑
中

里
芋
九
月
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蜜
柑
寒
中

相
州
愛
甲
郡
萩
野
山
中

大
久
保
家
一
万
三
千
石

薯
蕷
九
十
月

蜜
柑
十
一
十
二
月

下
野
那
須
郡
烏
山

大
久
保
家
三
万
石

小
杉
紙
五
月

牛
蒡
十
月

山
城
紀
伊
郡
淀

稲
葉
家
十
万
二
千
石

葛
粉
暑
中

豊
後
海
部
郡
臼
杵

稲
葉
家
五
万
六
十
石

海
雲
暑
中

蜜
柑
寒
中

筑
後
山
門
郡
柳
河

立
花
家
十
一
万
九
千
六
百
石

和
紙
暑
中

塩
茸
五
月

干
白
芋
茎
寒
中

奥
州
安
達
郡
二
本
松

丹
波
家
十
万
七
百
石

氷
餅
四
月

蝋
燭
同

糒
暑
中

御
茶
十
月

漬
蕨
十
一
月

奥
州
津
軽
郡
弘
前

津
軽
家
十
万
石

立
駒
六
七
月

漬
蕨
暑
中

信
州
埴
科
郡
松
代

真
田
家
十
万
石

小
布
施
栗
九
十
月

奥
州
白
川
郡
白
川

阿
部
家
十
万
石

寒
晒
糯
粉
二
月

氷
餅
五
月

糒
土
用

漬
蕨
九
月

銀
杏
十
月

薯
蕷
寒
中

備
後
深
津
郡
福
山

阿
部
家
十
万
石

御
床
筵
五
月

索
麺
六
月

御
畳
表
十
月

武
州
榛
沢
郡
岡
部

安
部
家
二
万
二
百
五
十
石

葛
六
月

挽
抜
蔫
麦
十
十
一
月

濃
州
安
八
郡
大
垣

戸
田
家
十
万
石

漬
蕨
土
用

柿
枝
柿
寒
中
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塩
松
茸
寒
中

濃
州
安
八
郡
大
垣
新
田

戸
田
家
一
万
石

糒
暑
中

美
濃
枝
柿
寒
中

下
野
国
河
内
郡
宇
都
宮

戸
田
家
七
万
七
千
八
百
五
十
石

岩
茸
二
月

糒
六
月

索
麺
七
月

甘
蕷
十
二
月

下
野
足
利
郡
足
利

戸
田
家
一
万
千
石

榧
四
月

氷
蒟
蒻
暑
中

羽
州
村
山
郡
山
形

秋
元
家
六
万
石

雪
下
大
豆
暑
中

漬
わ
ら
び
八
月

薯
蕷
十
月

下
総
印
旛
郡
佐
倉

堀
田
家
十
一
万
石

蒟
蒻
正
月

饂
飩
粉
五
月

胡
麻
十
月

常
州
新
治
郡
土
浦

土
屋
家
九
万
五
千
石

笋
五
月

栗
九
月

銀
杏
十
月

下
総
葛
飾
郡
古
河

土
井
家
八
万
石

索
麺
暑
中

胡
桃
十
月

牛
蒡
寒
中

参
州
碧
海
郡
刈
谷

土
井
家
二
万
三
千
石

縁
豆
秋
中

越
後
古
志
郡
長
岡

牧
野
家
七
万
四
千
石

漬
蕨
六
月

信
州
佐
久
郡
小
諸

牧
野
家
一
万
五
千
石

漬
蕨
十
月

常
州
茨
城
郡
笠
間

牧
野
家
八
万
石

黒
大
豆
五
月

糒
暑
中

寒
晒
水
飛
糯
粉
七
月

松
茸
八
九
月

卜
治
茸
九
月

小
豆
九
月

土
芋
十
月

枝
柿
寒
中

丹
後
加
佐
郡
田
辺

牧
野
家
三
万
五
千
石
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自
然
生
薯
蕷
十
二
月

豊
後
大
野
郡
岡

中
川
家
七
万
四
百
四
十
石

葛
土
用

丹
後
与
佐
郡
宮
津

家
七
万
石

葛
粉
暑
中

濃
州
山
縣
郡
高
富

本
庄
家
一
万
石

氷
餅
暑
中

牛
蒡
寒
中

参
州
渥
美
郡
吉
田

松
平
家
七
万
石

葛
粉
土
用

上
州
群
馬
郡
高
崎

松
平
家
八
万
二
千
石

黒
大
豆
二
月

葛
粉
土
用

大
根
十
二
月

肥
前
高
来
郡
島
原

松
平
家
七
万
石

白
砂
糖
暑
中

粕
漬
梅
七
月

蜜
柑
寒
中

砂
糖
漬
三
年
目

し
な
へ
三
年
目

信
州
筑
摩
郡
松
本

松
平
家
六
万
石

葛
暑
中

漬
蕨
七
月

栗
九
月

参
州
幡
豆
郡
西
尾

松
平
家
六
万
石

葛
粉
土
用

豊
後
大
分
郡
府
内

松
平
家
二
万
千
二
百
石

粕
漬
梅
七
月

銀
杏
十
一
十
二
月

濃
州
恵
那
郡
岩
村

松
平
家
三
万
石

葛
粉
五
月

漬
蕨
八
月

信
州
小
縣
郡
上
田

松
平
家
五
万
三
千
石

大
和
柿
九
十
月

駒
五
年
目

羽
州
村
山
郡
上
ノ
山

松
平
家
三
万
石

干
蕨
正
月

御
盃
台
芋
子
正
月

和
紙
十
月

薯
蕷
十
一
月

黒
大
豆
十
二
月

丹
波
桑
田
郡
亀
山

松
平
家
五
万
石

漬
松
茸
三
月

葛
粉
六
月
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山
椒
八
月

栗
十
一
月

豊
後
速
見
郡
杵
筑

松
平
家
三
万
三
千
石

砂
糖
梅
漬
十
月

漬
わ
ら
び
寒
中

遠
州
敷
知
郡
浜
松

水
野
家
六
万
石

枝
柿
二
月

葛
粉
寒
中

白
輪
拑
子
十
一
月

浜
名
納
豆
寒
中

駿
州
駿
東
郡
沼
津

水
野
家
四
万
石

小
麦
粉
暑
中

上
総
市
原
郡
鶴
牧

水
野
家
一
万
五
千
石

縁
豆
十
月

下
総
結
城
郡
結
城

水
野
家
一
万
八
千
石

饂
飩
粉
暑
中

牛
蒡
寒
中

越
後
岩
船
郡
村
上

内
藤
家
五
万
九
十
石

漬
わ
ら
び
暑
中

信
州
伊
那
郡
高
遠

内
藤
家
三
万
三
千
石

芽
独
活
三
四
月

信
州
寒
晒
蔫
麦
暑
中

信
州
松
茸
八
九
月

岩
茸
寒
中

出
羽
最
上
郡
新
庄

戸
沢
家
六
万
八
千
二
百
石

新
庄
糒
暑
中

胡
桃
寒
中

勢
州
鈴
鹿
郡
亀
山

石
川
家
六
万
石

塩
松
茸
三
月

葛
粉
暑
中

奈
良
柿
七
月

常
州
真
壁
郡
下
館

石
川
家
二
万
石

岡
芹
牛
蒡
十
二
月

丹
波
中
郡
峯
山

京
極
家
一
万
千
百
四
十
四
石

葛
八
九
月

小
豆
十
二
月

但
馬
出
石
郡
出
石

仙
石
家
五
万
八
千
石

山
椒
十
月

奥
州
白
川
郡
棚
倉

井
上
家
六
万
石

薯
蕷
二
月

漬
蕨
六
月

常
州
真
壁
郡
下
妻

井
上
家
一
万
石

葛
粉
六
月

総
州
葛
飾
郡
関
宿

久
世
家
五
万
八
千
石
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甘
藷
十
月

牛
蒡
十
一
月

播
州
揖
西
郡
龍
野

脇
坂
家
五
万
千
八
十
九
石

葛
暑
中

栗
寒
中

日
向
那
珂
郡
飫
肥

伊
東
家
五
万
千
八
十
石

寒
晒
餅
暑
中

栗
十
一
月

伊
豫
喜
多
郡
大
洲

加
藤
家
六
万
石

蕨
粉
寒
中

豫
州
喜
多
郡
新
谷

加
藤
家
一
万
石

小
豆
三
月

干
瓢
子
三
月

蕨
粉
九
十
月

江
州
甲
賀
郡
水
口

加
藤
家
二
万
五
千
石

漬
松
茸
十
月

丹
波
多
記
郡
笹
山

青
山
家
六
万
石

漬
松
茸
二
月

熟
瓜
暑
中

山
椒
八
月

丹
波
栗
寒
中

塩
松
茸
十
二
月

濃
州
郡
上
郡
八
幡

青
山
家
四
万
八
千
石

干
蕨
八
月

金
柑
十
一
月

備
中
上
房
郡
松
山

板
倉
家
五
万
石

銀
杏
二
月

檀
紙
四
月

葛
粉
暑
中

大
高
檀
紙
八
月

上
州
碓
氷
郡
安
中

板
倉
家
三
万
石

塩
蕨
五
月

奥
州
信
夫
郡
福
島

板
倉
家
三
万
石

葛
暑
中

東
金
蜜
柑
柑
子
寒
中

奥
州
田
村
郡
三
春

秋
田
家
五
万
石

三
春
索
麺
暑
中

常
葉
山
炭

立
駒

遠
州
佐
野
郡
懸
川

太
田
家
五
万
三
十
七
石

葛
粉
暑
中

塩
松
茸
十
月

石
州
鹿
足
郡
津
和
津

亀
井
家
四
万
三
千
石

葛
粉
暑
中
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摂
州
島
上
郡
高
槻

永
井
家
三
万
六
千
石

漬
松
茸
十
月

美
濃
厚
見
郡
加
納

永
井
家
三
万
二
千
石

干
大
根
二
月

葛
粉
六
月

漬
松
茸
十
一
月

枝
柿
十
二
月

和
州
葛
下
郡
新
庄

永
井
家
一
万
石

芳
野
葛
暑
中

摂
州
有
馬
郡
三
田

九
鬼
家
三
万
六
千
石

山
椒
八
九
月

柿
九
月

栗
十
一
月

丹
波
何
鹿
郡
綾
部

九
鬼
家
一
万
九
千
五
百
石

蕨
粉
四
月

丹
波
山
椒
八
月

丹
波
栗
十
月

上
州
利
根
郡
沼
田

土
岐
家
三
万
五
千
石

漬
蕨
暑
中

蕎
麦
十
月

遠
州
城
東
郡
横
須
賀

西
尾
家
三
万
五
千
石

白
輪
柑
子
正
月

松
茸
七
月

信
州
諏
訪
郡
高
島

諏
訪
家
三
万
石

氷
餅
五
月

寒
晒
蕎
麦
暑
中

丹
波
天
田
郡
福
知
田

朽
木
家
三
万
二
千
石

蕨
粉
暑
中

山
椒
秋

漬
蕨
寒
中

下
野
都
賀
郡
壬
生

鳥
居
家
三
万
石

笋
四
五
月

索
麺
七
月

牛
蒡
寒
中

信
州
高
井
郡
須
坂

堀
家
一
万
五
十
三
石

杏
仁
十
月

信
州
伊
那
郡
飯
田

堀
家
二
万
石

岩
茸
二
月

氷
餅
〃

外
山
柿
九
月

蕨
粉
暑
中

搗
栗
寒
中

和
州
高
市
郡
高
取

植
村
家
二
万
五
千
石

芳
野
榧
正
月
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吉
野
葛
五
六
月

三
輪
索
麺
七
月

大
和
柿
九
月

漬
松
茸
十
月

南
部
新
酒
澄
霙
十
二
月

美
作
真
島
郡
勝
山

三
浦
家
二
万
三
千
石

葛
三
月

播
州
赤
穂
郡
赤
穂

森
家
二
万
石

葛
粉
暑
中

羽
州
置
賜
郡
高
畠

織
田
家
二
万
石

小
豆
暑
中

葛
粉
八
九
月

挽
抜
蕎
麦
寒
中

丹
波
氷
上
郡
柳
原

織
田
家
二
万
石

丹
波
山
椒
九
月

丹
波
栗
十
月

丹
波
小
豆
寒
中

和
州
式
上
郡
芝
村

織
田
家
一
万
石

吉
野
葛
暑
中

吉
野
蕨
粉
九
月

和
州
式
上
郡
柳
本

織
田
家
一
万
石

吉
野
寒
晒
葛

武
州
埼
玉
郡
岩
槻

大
岡
家
二
万
石

岩
槻
牛
蒡
正
月

岩
槻
索
麺
六
月

下
野
那
須
郡
黒
羽

大
関
家
一
万
八
石

薯
蕷
十
一
月

泉
州
泉
郡
伯
太

渡
辺
家
一
万
三
千
五
百
二
十
石

葛
粉
暑
中

豊
後
球
珠
郡
森

久
留
嶋
家
一
万
二
千
五
百
石

銀
名

参
州
渥
美
郡
田
原

三
宅
家
一
万
二
千
石

熟
瓜
暑
中

武
州
久
良
岐
郡
金
沢

米
倉
家
一
万
二
千
石

糒
暑
中

牛
蒡
十
一
月

下
野
那
須
郡
大
田
原

大
田
原
家
一
万
千
四
百
石

蕎
麦
十
一
十
二
月

和
州
添
下
郡
小
泉

片
桐
家
一
万
千
百
石

吉
野
葛
暑
中

平
索
麺
寒
中

濃
州
恵
那
郡
苗
木

遠
山
家
一
万
廿
一
石

氷
餅
五
月

大
和
柿
九
月
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栗
十
一
月

上
総
長
柄
郡
一
宮

加
納
家
一
万
三
千
石

熟
瓜
暑
中

河
内
丹
南
郡
丹
南

高
木
家
一
万
石

道
明
寺
糒
六
月

河
内
丹
南
郡
狭
山

北
條
家
一
万
石

瓜
暑
中

白
炭
十
月

丹
波
何
鹿
郡
山
家

谷
家
一
万
八
十
二
石

丹
波
山
椒
九
月

伊
豫
周
布
郡
小
松

一
柳
家
一
万
石

葛
粉
十
月

江
州
野
洲
郡
三
上

遠
藤
家
一
万
石

葛
粉
暑
中

遠
州
榛
原
郡
相
良

田
沼
家
一
万
石

椎
茸
寒
中

松
前
家

無
高
蝦
夷
一
円

椎
茸
六
月

天
徳
寺
宝
物
中

兆
殿
司
の
十
六
羅
漢
十
六
幅
（
後
醍
醐
天
皇
元
享
三
年

を
以
て
没
す
（
五
百
余
年
）
空
海
没
し
て
よ
り
五
百
年
后

金
岡
の
去
る
四
百
年
）

黄
檗
の
三
高
僧

隠
元
、
木
庵
、
即
兆
の
一
紙
連
書

淡
気
な
き
と
い
う
方
言

秋
田
に
雪
な
く
は
か
な
く
消
る
を
あ
わ
け
な
し
と
い
う

は
此
心
か
、
愚
考

北
秋
田
里
謡

山
で
白
い
の
は
兎
か
雪
か
、
里
で
白
い
の
は
蕎
麦
の
花

格
言

人
を
愛
し
物
を
憐
み
て
恩
徳
禽
獣
に
及
ぶ
を
心
と
す
べ

し
（
松
平
定
信
）

徳
の
為
に
死
す
る
は
死
せ
ず
（
ベ
ト
ラ
ー
ク
）

社
会
の
好
例

近
衛
篤
麿
公
父
忠
熈
公
薨
去
。
供
物
答
礼
を
左
の
ヶ
処

に
寄
付
せ
ら
る
ゝ
。

伝
染
病
研
究
所

一
金
二
百
円
宛

東
京
出
獄
人
保
護
事
業

合
八
百
円

東
京
養
育
院

慈
恵
医
院
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一
金
百
円
宛

育
児
会

合
二
百
円

滝
の
川
孤
女
学
校

合
千
円

高
崎
正
風
君
妻
君
の
な
く
な
ら
せ
給
う
時

二
十
八
年

山
形
県
震
災
難
民
へ

二
百
二
十
五
円
寄
付

故
宮
中
顧
問
官
伊
東
方
成
君
嗣
子
死
去
の
時

本
年

五
百
円

東
京
市
養
育
院

東
京
市
聾
唖
学
校

大
倉
喜
八
郎
還
暦
の
紀
念
と
し
て

一
大
商
業
学
校
設
立
せ
ん
と
す


